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総合計画とは？ 

 
 本市のあらゆる分野を対象とした総合的かつ計画
的な市政運営を図るための 

 まちづくりの指針となるもの 
 

環境 福祉 

産業 
都市 
基盤 

教育・ 
子育て その他 
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まちづくり総合プラン 

• 長期的な視点で本市の将来のまちづくりの
方向性を示すとともに、４年間で取り組ん
でいく施策を掲げた計画 

1. 目指す都市像 
2. 都市像実現のための基本目標 
 

3. 各種施策 
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目指す都市像 

• “まちづくりは人づくりから” まちは人により成り立つ 

• 人が生活を営むことによって活気が生まれる 

• 人と人とのつながりの中から、やさしさや思いやりが生ま

れる 

 

多くの市民が人を育てることの重要性を認識する中、 

これまで以上に人を中心としたまちづくりが必要 

新たな都市像（まちの将来像）は、「人」を中心に!! 
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都市像の実現に向けた5つの基本目標 5 



大牟田市の現状 
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大牟田市公式キャラクター 
「ジャー坊」 



大牟田市の概況 

• 人口 115,557人（H30.10_住民基本台帳人口） 

※人口のピークは昭和34年 208,887人（国勢調査推計人口） 

• 面積 81.45㎢ 

• 高齢化率 35.9％（H30.10_住民基本台帳人口） 

• 石炭産業の隆盛とともに発展してきたまち 

• 29年3月に市政100周年を迎え、次の100年に向けて 

 発進 

大牟田市公式キャラクター 
「ジャー坊」 
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 ～今後の決算の推移～ 
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大牟田市の財政状況② 

（平成） 



国の人口の将来推計 
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大牟田市人口：163,000人 
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人口数および出生、死亡数（自然動態） 

• 死亡数は増加傾向、出生数は減少傾向にある。 

• 今後の人口動態からは、その傾向はさらに加速すると想定される。 

図-3 人口数および出生、死亡数 

（参考：大牟田市住民基本台帳） 
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• 1955年以降、常に転出数が転入数を上回っている。2007年には1000人を超える転出超過が見られ
たが、近年は300から500に落ち着いてきている。 

• 団塊の世代の退職に伴う転入者増といった影響は、今のところ見られない。（スライド_年齢階層別
の移動数推移を参照） 

図-1 人口数および転入出数 

（参考：大牟田市住民基本台帳） 

人口数および転入出数（社会動態） 15 

1,092人 

373人 



転出の状況（福岡県・熊本県） 

• 福岡県・熊本県内への転出状況については以上のとおり。なお、転出先の上位5位までは安定している。 

• 福岡県内への転出は、年間の増減があるもののほぼ横ばい。内訳としては、福岡市・北九州市はほぼ横ばいだ
が、近隣自治体は若干ながら減少傾向。 

• 熊本県内への転出は減少傾向にあり、特に荒尾市への転出は顕著に減少している。その他近隣自治体も減少傾
向。 

順位 転出先 転出者数 順位 転出先 転出者数 順位 転出先 転出者数 順位 転出先 転出者数 順位 転出先 転出者数
1    福    岡    市 477 1    福    岡    市 470 1    福    岡    市 456 1    福    岡    市 509 1    福    岡    市 467
2    久  留  米  市 241 2    久  留  米  市 249 2    久  留  米  市 217 2    久  留  米  市 199 2    久  留  米  市 210
3    み　や　ま  市 151 3    み　や　ま  市 145 3    み　や　ま  市 143 3    み　や　ま  市 138 3    み　や　ま  市 132
4    北  九  州  市 116 4    北  九  州  市 87 4    柳    川    市 96 4    柳    川    市 105 4    柳    川    市 112
5    柳    川    市 100 5    柳    川    市 84 5    北  九  州  市 78 5    北  九  州  市 102 5    北  九  州  市 80
6    筑    後    市 73 6    筑    後    市 55 6    筑    後    市 53 6    筑    後    市 74 6    筑  紫  野  市 35
7    筑  紫  野  市 43 6    筑  紫  野  市 55 7    筑  紫  野  市 36 7    太  宰  府  市 34 7    筑    後    市 34
8    春    日    市 29 8    八    女    市 34 8    八    女    市 35 8    筑  紫  野  市 29 8    春    日    市 32
9    八    女    市 22 9    大    川    市 33 9    大    川    市 34 9    大  野  城  市 28 9    大  野  城  市 24

10    大    川    市 21 9    春    日    市 33 10    大  野  城  市 27 10    春    日    市 24 10    八    女    市 23
※参考 福岡県 1,486 ※参考 福岡県 1,497 福岡県 1,399 ※参考 福岡県 1,508 福岡県 1,374

順位 転出先 転出者数 順位 転出先 転出者数 順位 転出先 転出者数 順位 転出先 転出者数 順位 転出先 転出者数
1    荒    尾    市 377 1    荒    尾    市 365 1    荒    尾    市 310 1    荒    尾    市 332 1    荒    尾    市 270
2 　 熊    本    市 166 2 　 熊    本    市 121 2 　 熊    本    市 132 2 　 熊    本    市 109 2 　 熊    本    市 100
3    玉    名    市 57 3    玉    名    市 76 3    玉    名    市 48 3    南    関    町 53 3    玉    名    市 46
4    南    関    町 30 4    長    洲    町 48 4    長    洲    町 42 4    玉    名    市 47 4    南    関    町 25
5    山    鹿    市 18 5    南    関    町 43 5    南    関    町 28 5    長    洲    町 35 5    長    洲    町 22
6    合    志    市 11 6    山    鹿    市 13 6    合    志    市 16 6    山    鹿    市 17 6    山    鹿    市 13
7    菊    池    町 10 7    八    代    市 10 7    八    代    市 14 6    菊    陽    町 17 7    菊    陽    町 11
8 8 8    山    鹿    市 13 8    八    代    市 11 8    天　　草    市 10
9 9 9    和    水    町 11 9 9

10 10 10 10 10
※参考 熊本県 769 ※参考 熊本県 728 熊本県 657 ※参考 熊本県 683 熊本県 560
※8位以降は移動数非公表のため不明 ※8位以降は移動数非公表のため不明 ※10位は移動数非公表のため不明 ※9位以降は移動数非公表のため不明 ※9位以降は移動数非公表のため不明

平成２４年（2012）

平成２４年（2012）

福岡県内への転出の状況

熊本県内への転出の状況

平成２５年（2013） 平成２６年（2014）

平成２５年（2013） 平成２６年（2014）

平成２７年(2015) 平成２８年(2016)

平成２７年(2015) 平成２８年(2016)

（出典：総務省「住民基本台帳人口移動報告」） 表-1 福岡・熊本への転出の状況 
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転入の状況（福岡県・熊本県） 

• 福岡県・熊本県内からの転入状況については以上のとおり。なお、転入元の上位5位までは安定している。 

• また、転入者数についてもほぼ横ばいである。 

順位 転入元 転入者数 順位 転入元 転入者数 順位 転入元 転入者数 順位 転入元 転入者数 順位 転入元 転入者数
1    福    岡    市 303 1    福    岡    市 311 1    福    岡    市 347 1    福    岡    市 291 1    福    岡    市 320
2    久  留  米  市 157 2    み　や　ま  市 167 2    み　や　ま  市 149 2    久  留  米  市 157 2    久  留  米  市 156
3    み　や　ま  市 131 3    久  留  米  市 166 3    久  留  米  市 120 3    み　や　ま  市 142 3    み　や　ま  市 142
4    柳    川    市 128 4    柳    川    市 114 4    柳    川    市 107 4    柳    川    市 110 4    柳    川    市 98
5    北  九  州  市 77 5    北  九  州  市 66 5    北  九  州  市 80 5    北  九  州  市 88 5    北  九  州  市 69
6    筑    後    市 63 6    筑  紫  野  市 32 6    筑    後    市 32 6    筑    後    市 42 6    筑    後    市 28
7    八    女    市 39 7    八    女    市 23 7    八    女    市 29 7    春    日    市 26 7    大  野  城  市 25
8    大  野  城  市 29 8    筑    後    市 21 8    大    川    市 20 8    八    女    市 25 8    八    女    市 24
9    筑  紫  野  市 25 9    大　川  市 19 9    筑  紫  野  市 19 9    筑  紫  野  市 23 9    筑  紫  野  市 23

10    大　川  市 19 10    大  野  城  市 16 10    小　  郡     市 16 9    大  野  城  市 23 10    大    川    市 21
※参考 福岡県 1,183 ※参考 福岡県 1,135 福岡県 1,104 ※参考 福岡県 1,138 福岡県 1,063

順位 転入元 転入者数 順位 転入元 転入者数 順位 転入元 転入者数 順位 転入元 転入者数 順位 転入元 転入者数
1    荒    尾    市 356 1    荒    尾    市 391 1    荒    尾    市 334 1    荒    尾    市 375 1    荒    尾    市 300
2 　 熊    本    市 116 2 　 熊    本    市 111 2 　 熊    本    市 99 2 　 熊    本    市 102 2 　 熊    本    市 164
3    玉    名    市 83 3    玉    名    市 62 3    南    関    町 59 3    玉    名    市 71 3    玉    名    市 87
4    長    洲    町 57 4    長    洲    町 54 4    玉    名    市 56 4    南    関    町 45 4    長    洲    町 48
5    南    関    町 55 5    南    関    町 33 5    長    洲    町 44 5    長    洲    町 32 5    南    関    町 36
6    山    鹿    市 16 6    山    鹿    市 25 6    菊    池    市 29 6    山    鹿    市 15 6    山    鹿    市 19
7    天    草    町 12 7    天    草    町 12 7    山    鹿    市 20 7    和　　水　　町 12 7    八    代    市 11
8    益    城    町 10 8    合    志    市 11 8    八    代    市 19 8    宇    城    市 11 7    菊    陽    町 11
9 9 9    合    志    市 10 9 9    阿    蘇    市 10

10 10 10 10 10
※参考 熊本県 777 ※参考 熊本県 769 熊本県 731 ※参考 熊本県 728 熊本県 769
※9位以降は移動数非公表のため不明 ※9位以降は移動数非公表のため不明 ※10位は移動数非公表のため不明 ※9位以降は移動数非公表のため不明 ※10位は移動数非公表のため不明

平成２４年（2012）

平成２４年（2012）

福岡県内からの転入の状況

熊本県内からの転入の状況

平成２５年（2013） 平成２６年（2014）

平成２５年（2013） 平成２６年（2014） 平成２７年(2015) 平成２８年(2016)

平成２７年(2015) 平成２８年(2016)

（出典：総務省「住民基本台帳人口移動報告」） 表-2 福岡・熊本からの転入の状況 
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年齢階層別の移動数推移 

• 図１「人口数および転入出数」で示した通り、転出超過数は減少傾向であるが、年齢階層別の移動数の推移
を過去5年間で比較した。 

• 特に人口減少が顕著な20~29歳を見ても、移動数がこの５年間で減少傾向にあるとは言い切れない。 

 

 

図-9 年齢階層別の移動数推移（転入-転出） 

（出典：総務省「住民基本台帳人口移動報告」） 
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2015年の人口が117,360人（国勢調査確定値）と既に人口12万人を下回っている。 
このまま、人口減少が続けば、2040年には、８万人を下回り、2060年には5万人を
下回ると予想される。 

大牟田市の将来人口展望 
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赤線グラフ→現状のまま推移 

人口減少対策 
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大牟田市公式キャラクター 
「ジャー坊」 

地方創生に向けた取組み 



• 市民生活への影響 

人口減少による影響 

消費量（額） 
の減少 

売上（利益）や 
給与の減少 

市財政は硬直化 
緊縮財政により、 
必要な事業ができない 

サービスの低下によ
る住民離れの加速 
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喫緊の課題は、 

    「人口減少への対応」 

平成26年5月 民間有識者による「日本創生会議」が 
独自試算による『消滅可能性都市』を発表 

 
 人口減少は全国共通の課題 

人口減少は負のスパイラル（悪循環）により、 
地域社会・地域経済の広範囲に影響を及ぼす 

 
まち・ひと・しごと創生法の制定（地方創生） 
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基本目標３ 

基本目標１ 

基本目標２ 基本目標５ 

基本目標４ 

まち･ひと･しごと創生総合戦略基本目標のイメージ 

【積極戦略と調整戦略】 
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重点的な取組み 

• 子育て支援・教育の充実 
子どもを産み、育てやすい環境づくりと、
未来の大牟田を担う人材の育成 

   地域の総合力を高める 

    企業誘致や移住･定住にも 
             好影響を与える 

 

• 産業の多様化と雇用の場の確保 
魅力的な雇用の場が多いほど、職を求めて
市外からの転入が期待される 
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  25年度 26年度 27年度 28年度 29年度 

全国 0.97 1.11 1.23 1.39 1.54 

福岡県 0.83 1 1.16 1.36 1.54 

大牟田地区 0.79 1.06 1.18 1.38 1.49 

雇用情勢の近況① 有効求人倍率の推移 
25 

Ｈ29.10月 11月 12月 Ｈ30.1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 

1.55 1.56 1.59 1.59 1.58 1.59 1.59 1.6 1.62 1.63 1.63 1.64 1.62 

1.56 1.59 1.61 1.6 1.58 1.58 1.59 1.6 1.65 1.64 1.61 1.6 1.58 

1.5 1.47 1.71 1.63 1.68 1.53 1.35 1.27 1.26 1.34 1.39 1.39 1.43 

  

全国 

福岡県 

大牟田地区 

0.5

1

1.5

2

全国 

福岡県 

大牟田地区 

出典：ハローワーク大牟田「雇用失業情勢  2018年10月」 
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雇用情勢の近況② 職業別有効求人・求職数 
26 

  管理的職業 専門・技術職 事務 販売 サービス 保守 農林漁業 生産工程 
輸送・機械運

転 建設・採掘 運搬・清掃 内、ＩＴ関係 内、福祉関連 

有効求人 6 753 321 528 1,021 50 60 544 241 267 376 33 968 

有効求職 11 431 738 235 465 21 20 325 163 70 730 77 407 

求人倍率 0.55 1.75 0.43 2.25 2.2 2.38 3.00 1.67 1.48 3.81 0.52 0.43 2.38 

出典：ハローワーク大牟田「雇用失業情勢  2018年10月」 
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大牟田市公式キャラクター 
「ジャー坊」 

本市の主な取組み 



第4次総合計画期（2006～2015）の主な取組み 

• 企業誘致…大牟田テクノパーク完売 

• 都市基盤…三大プロジェクトの完成 

      （有明海沿岸道路・九州新幹線・三池港） 

• 水道…ありあけ浄水場完成、水道一元化完了 

• 近代化産業遺産の活用･･･世界文化遺産登録へ 

• 地域包括支援センター…6箇所整備 

• 認知症…「大牟田方式」として全国区へ 

• 教育…市内すべての公立学校がユネスコスクールに加盟し、ESD（持続可能 

     な開発のための教育）を推進 

• 大学…帝京大学、有明高専と包括協定（H20） 

• 地域コミュニティ…校区まちづくり協議会の形成 

• 市民活動…新栄町に「えるる」整備 

• 広域行政…柳川市、みやま市、荒尾市、南関町、長洲町と定住自立圏形成 
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  妊娠期  出産～産後  子育て期 

                        （大牟田市子育て支援包括センター） 

子育て世代包括支援センター  

 
面談、電話、家庭訪問、医療機関等との情報共有等により 

妊産婦・乳幼児の実情を継続的に把握します 
 

 

妊産婦に寄り添った相談対応により、信頼関係を築き、状況に応じた 

情報提供や助言、サービス利用の支援を行います 

 

 

 

 

 

市関係各課 

教育委員会 

保育所、幼稚園 

認定子ども園 

医療機関 
（産科、小児科等） 

児童相談所、乳児院 

児童養護施設、里親 

学童保育所・クラブ 

学校 

民生委員・児童委員 

           など 

           

関係機関 

 

  

 面談 
相談しやすい雰囲気 

プライバシーに配慮した環境 

   

初めての妊娠
で、とても不安

です。 

 電話 

こんなときは 

どうすれば
良いの？ 

 ※ 支援プランの作成、モニタリング、評価、見直しを行う 

  

 
こんにちは、担当保

健師です。 

その後、いかがお
過ごしですか？ 

 

 訪問 

 連携 
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～Ｈ25.3月 Ｈ25.4月 Ｈ26.4月 Ｈ28.10月 

3歳～就学前 
 

0歳～3歳未満 

小 学 生 

中 学 生 

～Ｈ28.9月   Ｈ28.10月 

入院 
通院 

入院 

通院 

入院 

通院 

入院 

入院 

入院 

大牟田市は独自に助成範囲を拡大! 
 

子ども医療費助成の拡充 
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ESDの推進 「ユネスコスクールのまち」おおむた 

★環境学習 ★世界遺産学習 

★国際理解学習 ★福祉学習 
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ユネスコスクール全国大会 

★小学校児童による
ボランティアガイド 

★ユネスコスクールの 

理念を話すザビーネさん 

★桜プロジェクトの
発表 

★自分で撮った宮原坑の
写真に込めた思いを語る 
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産業の多様化と雇用の
場の確保のため、企業
誘致を進めています。 

 

■平成27～30年 

企業進出 延べ10社 

   増設 延べ19社 

   合計 延べ29社 

雇用創出 約430人 
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（仮称）新大牟田駅南側産業団地整備へ 

土地利用計画図（案） 

賑わい交流用地 

1.83ha 

賑わい 

交流用地 

0.36ha 

調整池 

0.56ha 

産業用地 

1.89ha 

産業用地 

1.55ha 

産業用地 

0.70ha 
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市内事業所への就業促進支援制度① 

UIJターン就職を支援します！ 

UIJターン若者就職奨励事業 
  
市外に居住していた若者が、ＵＩＪターンで市内の中小企業等に就職し、 
賃貸住宅に居住する場合に、奨励金を交付します 

  

【交付対象者】次の条件の全てを満たす人           

①市内の中小企業等に正規雇用で就職をした    

②就職日現在の年齢が、満４５歳未満である 

③市外に１年以上住所を有した後、大牟田市に転入をした 
④転入日が、就職日の３カ月前から６カ月後までである 
⑤賃貸住宅（社宅、寮等を除く）を借りて、家賃の支払いをしている 
※平成30年4月1日前に就職をした人は、条件が異なります 

 

【交付額】１年につき１２万円（最大３年間） 

人材確保を支援します！ 

地域企業魅力発信支援事業 
  
地域企業が、自社の魅力を発信する「企業ＰＲ動画」の 
制作補助。ホームページで掲載し広く紹介。 
  

従 業 員 

本人向け 

事業者向け 
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市内事業所への就業促進支援制度② 

事業者向け 人材確保を支援します！  

人材確保推進事業実行委員会事業 
  
  
  

市内に事業所を有する企業を中心に大牟田地域の企業の 
幅広い人材確保と求職者の就職活動を支援します 

  
○地域企業・高校等との意見交換会 
 企業と高校等の進路指導担当者が新卒者の求人・求職状況について 
情報交換などを行います 
  

○地域企業見学会                           

 企業について周知を図るため、高校等の進路指導担当者を対象に 
見学会を行います 
  

○地域企業合同面談会 
 企業と求職者が一堂に会し、事業概要、求人内容などの説明や      
個別面談を行います 
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おおむたで働く人を応援！ 

在 学 中 

 

就 職 時 

奨学金の返還 

移 住・定 住 

大牟田市内の企業・
事業所等へ就職 
≪人材不足の解消≫ 

 高 校 生 
 大 学 生 等 
≪日本学生支援機構・福岡
県教育文化奨学財団等の
貸与型奨学金を利用≫ 

借り受けた 
    奨学金の返還 
≪返還額に応じて、 
      補助金を交付≫ 

≪期待する効果≫ 
・結婚・出産等による 
 更なる人口増加 
・地域消費の拡大 

大牟田市内に就職した方の奨学金の返済を支援 
  

おおむた１００若者未来応援事業 スタート！ 

３年間で 

最大３０万円まで  

市内企業への就業促進、若者の市内への移住 ・定住、将来のまちづくりを担う次
世代の人材育成を目的とし、大学などを卒業後、大牟田市内で就職し、大牟田市
にお住まいの方を対象に、在学中に借り入れた奨学金の返済の一部を補助しま
す。 

37 



ますます賑わう！！大牟田動物園 

フタユビナマケモノ「クリ」が来園 

内田麟太郎の 

世界展 in ZOO 
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動物がいきいきしている動物園 
≪エンリッチメント大賞2016受賞≫ 

動物たちが、健康チェックに 

協力してくれる！ 

エサを高いところに吊るして 

運動量アップ！ 
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動物園の来場者数25万1,600人 

150,292  147,166  

118,351  

406,760 

282,367 

215,572 

200,275 

134,368 

166,307 
174,671 

206,378 
200,264 

214,135 

251,658  

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

350,000

400,000

450,000

H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

人 口 

入園者数 

25万人突破！ 
（歴代3位） 

炭鉱閉山 

指定管理者
導入 

出典：人口住民基本台帳 

リニューアル
オープン時 
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大牟田市動物園を舞台と
した映画の制作が決定！ 

 

公開オーディションで選ばれ
た地域キャストも出演しま
す。 

2019年秋 

公開予定 
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大牟田市シティプロモーション戦略の策定・推進 

 シティプロモーションを進めるにあたり、基本となるコンセ
プトやターゲットを明確化するとともに、それを全市的に共有
することによって、“選ばれるまち おおむた”の実現に向け、市
の総力を挙げて取り組むことができるよう策定したもの 

シティプロモーション戦略の策定 地域住民の愛着の醸成 

 

 

 

 

 

 

 

 人口減少社会への対応〈地方創生に向けた取組み〉 

本市のマイナスイメージ ＝情報発信の必要性 

シティプロモーションに取り組む背景 

【シティプロモーション基本方針】 
 ①徹底した顧客志向～情報飽和時代の情報発信～ 
 ②積極的なパブリシティとメディアミックス 
 ③２WAYコミュニケーション～「TO」から「WITH」へ～ 
 ④新たな魅力の発掘と情報鮮度の確保 

 ⑤市民との連携によるシティプロモーションの推進     

プロモーションは、 
「情報が受け手に伝わり」、

「受け手を動かすこと」 
↓ 

「営業活動」 

・愛着と誇りの醸成 

・まちづくりへの参加意  

 識の向上 

インナープロ
モーション 

《市内居住者向け》 

●大牟田に住み続けたい!! 

●大牟田をアピールしたい!! 

【定住人口の増加】 

・知名度の向上 

・マイナスイメージの払拭 

アウタープロ
モーション 

《市外居住者向け》 

●大牟田を体験したい!! 

●大牟田に住んでみたい!! 

【交流人口･移住者の増加】 

大牟田の 

「新たなファン」 

「コアなファン」 

の獲得 

“選ばれるまち おおむた” 
の実現 

シティプロモーション全体のブラッシュアップ 

シティプロモーションサイクルのイメージ 
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ジャー坊も、大牟田の知名度イメージアッ
プ、大牟田のまちの元気や子どもたちの
笑顔のために活躍しています！ 
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地域包括ケアシステムの構築 

 団塊の世代が75歳以上となる2025年を目処に、高齢者が住み慣れた地域で自分らしい暮らし
を人生の最後まで続けることができるよう、「住まい」「生活支援」「予防」「医療」「介護」
をその人の状態にあわせて、一体的かつ体系的に提供する仕組みづくりを行います。 

※ 地域包括ケアシス
テムは、日常生活圏
域（小学校区）を単
位として想定 

≪大牟田市の特徴的な取組み≫ 
 地域住民と事業所、関係機関、
行政とが一体となった本市の取組
みは、全国の注目を集めています。 

地域密着型サービスの充実 

 認知症高齢者グループホームや
小規模多機能型居宅介護等の地域
密着型サー 
ビス拠点等 
の充実に向 
けた支援 

地域認知症ケアコミュニティ推進事業 

 認知症の正しい理解の普及啓発
と認知症の人と家族を地域で支え
る体制づくりに向けた「認知症
コーディネーター養成研修」や
「認知症SOSネットワーク模擬訓
練」「地域 
認知症サポ 
ートチーム」 
等 

【TOPIC】 

 大牟田市は、日本創成会議の地域移住提言

において、医療介護体制が整っている41圏域
に選ばれています。 
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健康いきいきマイレージ事業 45 



地域住民 
学識経験者 
関係団体 

空家の利活用 

空
家
活
用
の
依
頼 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン 

有明高専の学生協力 

学生のアイデアで空家が生まれ変わる！ 

（民間空き家利活用・改修学生コンペ） 
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平成28年4月14日 前震 
  〃  4月16日 本震 

最大震度4 

過去経験したことがない寒波・地震 

○記録的な寒波により、大牟田市全域が断水 
○熊本地方で2度にわたり震度7の地震が発生、大牟田市でも 
 震度4を観測。人員等の派遣など被災地の支援を実施。 

平成28年1月23日から25日に
かけて寒波 

断水世帯：約54,000戸 
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自 助 

 

 

共 助 
 

安心して暮らせるささえあいのまちづくり 

あんしんのまちづくりには 

ご近所や地域で助け合う 自分自身で身を守る 

 

公 助 
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